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研究成果の概要（和文）：2021年4月から11月までは、外来患者に対するスマートフォンを用いたリハビリテー
ション（リハビリ）を導入するために、使用するアプリの選定を行い、患者の身体機能、筋力に応じたリハビリ
メニューを作成した。アプリは「リハサク」というスマートフォンやパソコンを介して、患者さんに独自の運動
メニューを処方できるものを導入した。同時に、術前リハビリ＋栄養療法（Prehabilitation）のランダム化比
較試験を実施し、2023年12月に登録を完了した。栄養療法は通常の食事に加えてHMB含有飲料を1日2包内服し
た。術前の除脂肪体重の減少をPrehabilitationが有意に抑えた。

研究成果の概要（英文）：From April to November 2021, in order to introduce rehabilitation using 
smartphones to outpatients, we selected the apps to be used and created rehabilitation menus 
according to the patients' physical functions and muscle strength. We selected an app called ``
Rehasaku,'' which allows patients to prescribe their own exercise menus via smartphones or 
computers. At the same time, a randomized controlled trial of preoperative rehabilitation + 
nutritional therapy (Prehabilitation) was conducted, and registration was completed in December 
2023. Nutritional therapy consisted of taking two packs of ONS per day in addition to regular diet. 
Prehabilitation significantly suppressed preoperative lean body mass loss.

研究分野：消化器外科　リハビリ

キーワード： サルコペニア　リハビリ　栄養

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
胃癌患者を含め、癌患者において筋肉量の減少ならびにサルコペニアは治療合併症の増加、予後悪化につながる
ことが多数報告されている。筋肉量増加のためにはリハビリテーションと栄養介入、薬剤投与の3つのアプロー
チがあるが、とくにリハビリテーションが重要である。研究期間内に、アプリを用いた自宅で簡単にできるリハ
ビリ導入法の開発と、胃癌術前における運動＋栄養療法のランダム化比較試験を行った。治療成績（短期、長
期）への影響については、今後検証予定ではあるが、今後ますます高齢化が進む本邦において、貴重なデータと
なりうる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

社会の高齢化、若年者のヘリコバクターピロリ感染率の低下に伴い胃癌の手術を受ける患

者の高齢化が進んでいる。加齢に伴う筋肉量、筋力の低下と定義されるサルコペニアは、

高齢胃癌患者の術後合併症発生率、予後のいずれに対しても悪影響を及ぼす。高齢胃癌患

者に対する「術前リハビリ＋栄養療法」を開発し術前に筋肉量を増加させることが出来れ

ば、治療成績改善につながるのではと考えた。 

 

２．研究の目的 

筋肉量を増加させる術前介入の必要性は指摘されているものの、他癌種を含め術前介入が

筋肉量を有意に増加させ、治療成績向上につながったというエビデンスは存在しない。ま

た、リハビリを導入しようにも理学療法士は不足しており、簡単にリハビリを処方できる

システムが存在しない。本研究は高齢胃癌患者に対し、外来で主治医がアプリを用いて簡

便にリハビリを処方できるシステムの導入と、筋肉量を増やすために最適な術前リハビリ

＋栄養療法を開発することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 

「リハサクの導入」 

2021 年 4月から 11月までは、外来患者に対するスマートフォンを用いたリハビリテーシ

ョン（リハビリ）を導入するために、使用するアプリの選定を行い、患者の身体機能、筋

力に応じたリハビリメニューを作成し、胃癌治療中の患者に推奨する。 

 

「Prehabilitation の RCT」 

上記とは別に 65 歳以上の胃癌術前患者を対象に、術前リハビリ＋栄養療法

（Prehabilitation）のランダム化比較試験を実施する。コントロール群は通常の術前、

術後管理を行い、特別な栄養やリハビリの処方は行わない。Prehabilitation 群は、運動

療法として 1日 1時間（7500 歩）の歩行と Theraband を用いたレジスタンストレーニン

グ、栄養療法として 1日 2包の HMB 含有飲料の内服を推奨した。 

 

４．研究成果 

「リハサクの導入」 

外来患者に対するスマートフォンを用いたリハビリテーション（リハビリ）導入につい

て、「リハサク」というアプリを導入した。リハサクを紹介した 22 例の胃癌治療中の患者

のうち 10例（45.5％）が「リハサク」をダウンロードし、リハビリの処方を受けた。リ



ハサク（＋）群における 30 日当たりのリハビリ実施日数は 17(2-30)日であった。リハサ

ク(+) vs(-)群との間で、年齢、性別、治療状況に有意な差を認めなかった。BIA 法による

除脂肪量の変化量は 3週間後、6週間後、9週間後がそれぞれ +0.95、+0.65、0.95kg vs, 

0.35、0.15、0.25kg と有意差は認めなかったが、リハサク(+)群で増加量中央値が高値

で推移した。脂肪量変化、握力は両群間で差を認めなかった。 

 

「Prehabilitation の RCT」 

2023 年 12 月に登録を完了した。栄養療法は通常の食事に加えて HMB 含有飲料を 1日 2包

内服した。Prehabilitation 群は Control 群に比べ術前の除脂肪体重の減少を有意に抑え

た(+0.1±1.0 vs. -0.3±1.2 kg (P=0.043)。歩行速度や 6分間歩行距離、握力について

は両群間で有意差は認めなかった。 

 

胃癌患者を含め、癌患者において筋肉量の減少ならびにサルコペニアは治療合併症の増

加、予後悪化につながることが多数報告されている。筋肉量増加のためにはリハビリテー

ションと栄養介入、薬剤投与の 3つのアプローチがあるが、とくにリハビリテーションが

重要である。研究期間内に、アプリを用いた自宅で簡単にできるリハビリ導入法の開発

と、胃癌術前における運動＋栄養療法のランダム化比較試験を行った。治療成績（短期、

長期）への影響については、今後検証予定ではあるが、今後ますます高齢化が進む本邦に

おいて、貴重なデータとなりうる。 
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